
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度 竜北西部小学校 第８号（新春号） 

        文責 校長 服部 正 

学校ＨＰ https://es.higo.ed.jp/ryuhokuw/ 

【随時更新中です。是非ご覧下さい！】 

【学校教育目標】 「やる気・ゆう気・根気！一人ひとりが輝く竜西っ子」～ふるさとを愛し、夢に向かってよりよく生きる児童の育成～ 

 

令和６年度、竜北西部小学校は創立 150 周年という歴
史的な年を迎えます。そんなメモリアルな年に、素敵なプ
レゼントが届きました。アメリカのメジャーリーグで活躍
の大谷翔平選手から 3 つ（右用２つ【大・小】、左用１つ）
のグローブとメッセージ（右記）です。そこで、3 学期始
業式に、そのお披露目を行いました。 
「子どもたちが野球というスポーツに触れ、興味を持つ

きっかけになってほしい」、「子どもたちが夢を追いかけ、
成長するための支援としてほしい」という大谷選手の想い
を子どもたちに伝えました。今後、グローブを手にした子
どもたちが、大谷選手の想いをキャッチして、それぞれの
夢に向かって、力強く進んでくれることを願っています。
「全校みんなに触れてもらいたい」という大谷選手の願い
に沿うよう、みんなで知恵を絞り活用します。 

学校関係者各位 
この３つの野球グローブは学校への寄付となりま

す。私はこのグローブが、私たちの次の世代に夢を
与え、勇気づけるためのシンボルとなることを望ん
でいます。それは、野球こそが、私が充実した人生
を送る機会を与えてくれたスポーツだからです。 
このグローブを学校でお互いに共有し、野球を楽

しんでもらうために、私からのこの個人的なメッセ
ージを学校の生徒たちに伝えていただければ幸いで
す。この機会に、グローブを寄贈させていただける
ことに感謝いたします。 
貴校の益々のご発展をお祈り申し上げます。 
野球しようぜ。      大谷翔平 

玄関の「CSコーナー」,「大園さんの迎春の生け花」,「地域の方との活動紹介」 
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「一年生への読み聞かせ」 「タイピング検定」 

右用（大・小）、左用 

新しい年を迎えて、子どもたちは各々に
想いを新たにしていることと思います。 
２学期の終業式で、４人の児童が、「２

学期のふり返りと３学期の抱負」について
発表しました。どの発表もとても素晴らし
いものでした。中でも、３年生の宮原さん
の発表は、本校が大事にしたいと考えてい
ることを具現化するものでしたので、ここ
に紹介します。是非御一読ください。 
みんなの夢を３学期も全力応援します。 

 

この度、熊本県教育委員会主催の令和 5 年度熊本県
教育功労表彰（教職員組織」部門）を、本校が受賞し
ました。本校が昨年度から本格的に推進している「西
部小版 DX」の取組が高く評価されたものです。   
この取組は、学校総体となった ICT 活用を通して、

校務改善や授業改善に係る「意識改革」と「行動化」
を推進するものです。日々の実践と OJT に、計画的
そして継続的に協力して取り組む先生方の頑張りが認
められたことに職員一同大変うれしく思っています。 

https://es.higo.ed.jp/ryuhokuw/

